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ご　あ　い　さ　つ

群馬県NIE推進協議会　会長　栗　原　幸　正
（高崎健康福祉大学人間発達学部　学部長）

　令和６年度は、群馬県のNIEに新たな流れを生み出す事ができました。それは実践指定校の

中で希望する学校を対象に、児童生徒による、児童生徒のための実践交流会をZoomを用いて

開催することができた事です。交流会においては、子どもたちが自分の言葉で、自分たちの

NIEに係る日頃の実践を丁寧に発表し、視聴するNIE関係者に大きな感銘を与えてくれました。

実践校に配達された各社の新聞を活用して、それぞれの校種やそれぞれの教育環境に合わせて、

多様な実践が繰り広げられている様子が、子どもたちの素晴らしいプレゼンテーションで紹介

され、群馬県の生き生きとしたNIE活動に触れることができたと言えます。そして、発表後の

交流会で、自分たちのNIE活動について交流する子どもたちの姿に、明日の日本への確かな光

を見いだすことができたと言っても過言ではないかと思います。

　この実践報告書では、交流会に参加した学校を含む９校の令和６年度の実践指定校のNIE充

実に向けた実践が掲載されています。小学校３校、中学校３校、義務教育学校１校、高等学校

２校からなる令和６年度の実践校の全てが、新聞と児童生徒を出合わせる空間づくりや授業づ

くりに多様な工夫を凝らしています。子どもたちがいかに新聞を手に取ることができるかと、

新聞との出合いに工夫を凝らした学校。また、新聞記事を活用した授業づくりに先進的に取り

組んだり、新聞への意見や俳句などの投稿という形で新聞への接点を模索した学校。さらには

新聞記事に係るセッションを日常の教育活動に編み込む継続的な活動を生み出した学校など、

その取り組みは多彩で、子どもたちとって学びがいのあるものとなっています。特に多くの学

校がNIEにICTを積極的に導入している点が、新たなNIEの世界が開き始めたと言うことがで

きるのではないでしょうか。群馬県のNIEが今後も進化し続けるという確かな息吹と鼓動を感

じる事ができる本実践報告書を、ぜひ最後までお読みいただければ幸いです。

　本報告書の作成にあたり、これまでご協力いただきました関係新聞各社をはじめ、実践に臨

まれた各学校の先生方や児童生徒、そして保護者や地域の皆さま方に、心よりお礼申し上げま

す。

　今後も、次世代を創るNIEの活動がより充実し、各学校の実態に即した教育実践が多様に繰

り広げられることを願って巻頭の挨拶とさせていただきます。



「文章の内容を、論理的に読むことができる児童の育成」を目指すためのNIEの活用
～新聞を活用して語彙力を向上させよう～

千代田町立東小学校　　　石井　　智
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「新聞に慣れ、親しむ」児童の育成
～「授業実践」「NIEタイム」を通して～

千代田町立西小学校　　　森本　悠策
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新聞を活用して考えを広げられる児童の育成
―新聞に親しみ、学びをつなげられる実践を通して―

館林市立第五小学校　　　川口　　舞
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教育活動の充実を図るためのNIEの活用
～新聞に慣れる、触れる、親しむ、活動を通して～

千代田町立千代田中学校　　　早川　　潤　松島　千夏
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中学校の教育活動におけるNIEの活用

高山村立高山中学校
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主体的に学びに向かう生徒の育成
～新聞記事を活用して、自らの考えをもち、比較し深める～

沼田市立薄根中学校　　　佐藤　尚樹
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交流し、広い視野をもつためのNIEの活用
～授業での活用と作品投稿、NIEタイムを通して～

太田市立北の杜学園　　　小須田美枝子
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「新聞に触れる」ことを通じ、情報と向き合う力を身につける
～「朝の読書」を活用した情報リテラシーの涵養をテーマに～

群馬県立玉村高等学校
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高崎健康福祉大学高崎高等学校　　　小谷　魁星
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